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7-1　ADO（ActiveX Data Object）とは

ADOは「ActiveX Data Object」の略で、データベースを操作するための様々なオブジェクトを持つ
オブジェクトライブラリです。ADOのもつ様々なオブジェクトを組み合わせることで、データベースを

自由に操作することができます。

ADOを使用しなくても、DoCmdオブジェクトを利用して、ある程度データベース操作を行うことがで

きます。しかし、複数のレコードをレコード単位で条件分岐して更新を行うなど、細かなデータベース

操作を行うには ADOを使用する必要があります。さらに、ADOには、Access 以外の他のデータベー

スを共通の方法で操作できるという大きなメリットがあります。

データベースを操作する主な流れは、次の通りです。

①データベースに接続する

② 検索やレコードの追加・更新・削除など、データベースへの操作を行う

③データベースへの接続を解除する

ADOは主に次のオブジェクトによって構成されています。

オブジェクトの種類 説明

Connection データベースへの接続を保持するオブジェクト

Command データベースへのコマンドを保持するオブジェクト

Recordset レコードの集まりを保持するオブジェクト

Field フィールドを保持するオブジェクト

Parameter パラメータを保持するオブジェクト

Property プロパティを保持するオブジェクト

Error エラーを保持するオブジェクト

Access 2007で ADOを利用するには、［参照設定］ダイアログボックスで「Microsoft ActiveX Data 

Objects X.X Library」（X.Xはバージョン番号）への参照設定が必要です。なおバージョン番号は、数

が大きいほど最新のバージョンになります。複数のバージョンの ADOが表示されるときは、できるだ

け新しいバージョンの ADOを選択してください。

Access 2003 以前では新規に作成したデータベースファイルは、特に参照設定をし

なくても既定で ADOが利用できます。
Access
2003
以前では

データベースへの接続

データベースを操作するためには、対象となるデータベースに接続する必要があります。ここでは、

データベースへの接続について解説します。

Connection オブジェクト

Connectionオブジェクトはデータベースへの接続を保持するオブジェクトです。Connectionオブジェ

クトの主なプロパティとメソッドは、次の通りです。

プロパティ 説明

ConnectionString データベースへの接続情報を返す

State データベースへの接続状態を返す


